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(H25) (R01) (R12) (R22) (R32)

＜千t-CO₂＞

＜年度＞

廃棄物

業務その他

産業

運輸

家庭

BAU

2020年 10 月 我が国は、2050 年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする脱

炭素社会の実現を目指すことを宣言し、2030年度の温室効果ガスの削減目標を46％削減

（2013年度比）することが示されました 

粕屋町地球温暖化対策実行計画(概要版) 

令和 6年 2月 

粕 屋 町 

 

日 本 

 

粕屋町 

2022 年 3 月 『ゼロカーボンシティかすや』を宣言し、2030 年度温室効果ガス排出量を

50％削減(2013 年度比)、2050 年温室効果ガス排出の実質ゼロを目標とし、脱炭素社会

の実現に向けて住民や事業者と協働して取り組んでいきます 

気候変動問題は、その予想される影響の大きさや深刻さから見て、人類の生存基盤に関わる

安全保障の問題と認識されており、最も重要な環境問題の一つとされています 

既に世界的にも平均気温の上昇、雪氷の融解、海面水位の上昇が観測されています 

今後、地球温暖化の進行に伴い、このような猛暑や豪雨のリスクは更に高まることが予測さ

れています 

脱炭素社会を目指した動き 

気候変

動によ

る影響 

将来ビジョン： 『太陽と緑の恵みを受け 協働により地域がうるおう スマートシティかすや』 

カーボンニュートラルな社会の構築を実現するには、行政、町民、事業者の全ての関係者の

参画が必要であり、太陽と緑の恵みとこれらの協働により、地域の環境をはじめ経済の循環に

よる活性化をもたらすことが可能となる「かすや」の形成を目指します 

目   標 2030年度目標：本町の温室効果ガス排出量を 50％削減(2013年度比) 

長期目標 2050年度目標：本町の温室効果ガス排出の実質ゼロ 

粕屋町の温室効果ガス排出量 

粕屋町の将来ビジョンと目標 

粕屋町の脱炭素ビジョンが実現したまちのイメージ 

徒歩・自転車、公共交通での移動 

太陽光発電・蓄電
設備などの利用 

ZEHなどの省エネ住宅 

電気自動車などの利用 

ソーラーカーポートに
よる電気自動車の充電 

シェアリングサービスの利用 

ZEBなどの工場・事業所 

リユース品、地元食材、マイ
バッグ・マイボトルの利用 

温室効果ガス総排出量の内訳（２０１９年度） 二酸化炭素総排出量の内訳（２０１９年度） 

※BAUは省エネに対する取り組みや、電力発電に伴う二酸化炭素排出量の低減が進まない場合の予測です。 

2013 年度比 

50％ 

34.9%

22.8%

11.6%

30.6%

0.0%

産業

業務

家庭

運輸

廃棄物

二酸化炭素

【合計】

283千t-CO2

産業部門 

廃棄物部門 

業務その他部門 

家庭部門 

運輸部門 

基準年度 

2030年度 50％削減 2050年度排出実質ゼロ 

エネルギー管理
システムの利用 

快適でエコな暮らし 
エネルギーの地産地消(V2Hなど) 

省エネ機器などの利用 

再エネ由来電力の利用 

 
 
 
 
 
 
 
 
※施策の内容が上記の基
本方針 2 つにあてはま
る場合は、2 色に着色し
ています。 

エネルギーを【創る】 

エネルギーを【減らす】 

エネルギーを【賢く使う】 

エネルギーを【生かす】 

 温室効果ガス排出量 

（単位：千 t- CO2） 

2013年度 

(基準年度) 

2030年度 

(目標年度) 

削減目標 

(基準年度比) 

合計 365 183 △ 50.0% 
 

家庭部門 61 20 △ 66.5% 

運輸部門 86 53 △ 38.6% 

産業部門 131 70 △ 46.5% 

業務その他部門 86 42 △ 51.6% 

廃棄物部門 

（一般廃棄物） 
0 0 △5.2％/人 

94%

CO2

CH4

N2O

HFCs

PFHs

SF6

NF3

温室効果ガス

【合計】

302千t-CO2

二酸化炭素 

メタンやフロン類など 

合計：6％ 

 

 

温室効果ガスのうち 

約９割が二酸化炭素 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➤住宅の新築、購入に当たっては、ZEHなどの省エネルギー性

能について検討します 

➤リフォームを行う際には、内窓や複層ガ

ラスの設置、壁や天井への断熱材の使

用などを検討します 

➤室内への日差しを遮るサンシェードの設

置や緑化など快適でエコな住まいづく

りを目指します 

➤家電や機器の買換え時には省エネル

ギー性能を比較し検討します 

➤商品の購入時には、環境負荷の低いも

のを選びます 

➤身近な省エネルギー行動を実践します（過剰な冷暖房・

照明の利用を避け、省エネルギー家電の利用など） 

➤不要なものは受け取らないリフューズ

に取り組み、簡易包装された商品を選

択します 

➤リユース品の利活用を積極的に行います（５R） 

➤ワンウェイプラスチックを削減するため、

マイバッグやマイボトルを使用します 
➤食品トレイなどは回収ボックスなど

を活用して再資源化に協力します 

➤住宅、工場、倉庫、公共施設などに

は太陽光発電設備や蓄電池など

の導入を検討します 

➤使用する電気は再生可能エネルギー

由来の電力を積極的に利用します 

➤エネルギー管理システムなどの導入

を検討します 

➤移動に当たっては、できるだけ徒歩や

自転車、公共交通機関の利用を心掛け

ます 

➤車両の更新時には電気自動車、燃料

電池自動車などの導入を検討します 

➤運転時にはエネルギー消費の少な

いエコドライブを心掛けます 

➤車両を共有し、必要な時に使用する

シェアリングサービスを利用します 

➤物流施設や工場などの新築、改修時には

建築物の省エネルギー化を推進します 

➤駐車場などへのソーラーカー

ポートの導入を検討します 

➤建築物の新築、改修時にはZEBなど建築物の省エネルギー化を推進します 

➤更新時には省エネルギー性能の高い

機器などの導入を検討します 

➤脱炭素化に向けた取組の必要性を踏

まえた企業経営を行います 

➤食品配送に関わる環境負

荷低減につながる地元食

材を使用します 

➤移動などの環境負荷低減

につながるオンラインサー

ビスを活用します 

【家庭部門】の主な取組 【運輸部門・産業部門】の主な取組 

【業務その他部門】の主な取組 

【廃棄物部門】の主な取組 

共通の取組 

ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）とは、建築

計画の工夫による日射遮蔽・自然エネルギーの利

用、高断熱化、高効率化によって大幅な省エネル

ギーを実現した上で、太陽光発電などによってエ

ネルギーを創り、年間に消費するエネルギー量が

大幅に削減されている最先端の建築物です 

ZEHとは、net Zero Energy House

（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）の略語

で、家庭で使用するエネルギーと、太陽光

発電などで創るエネルギーをバランスし

て、1 年間で消費するエネルギーの量を実

質的にゼロ以下にする家ということです 

節約額
（千円）

① ZEH住宅の購入 2,551 kg-CO2/世帯 152

② 省エネ性能の高い住宅への引っ越し 1,131 kg-CO2/戸 94

③ 断熱リフォーム（窓・サッシなど） 1,131 kg-CO2/戸 94

④ 高効率給湯器の導入 70～526 kg-CO2/台 6～35

⑤ 節水（節水シャワー、節水型トイレなど） 105 kg-CO2/世帯 16

⑥ LED等高効率照明の導入 27※2台交換 kg-CO2/世帯 3

⑦ クールビズ・ウォームビズ 41 kg-CO2/世帯 4

⑧ 冷蔵庫の買換え 108 kg-CO2/台 11

⑨ エアコンの買換え 70 kg-CO2/台 7

⑩ HEMSやIoT家電の活用 88 kg-CO2/世帯 9

⑪ 電力排出係数の改善（環境に良い電気を選ぶ） 777 kg-CO2/世帯 -

⑫ 太陽光発電設備の設置 920 kg-CO2/世帯 53

取組内容 CO2削減効果

 

マイボトル、マイバッ

グの利用、プラスチッ

クなどのごみ削減で 

28kg-co2削減 

➤使い切れない食品はフードドライブを活用します フードドライブとは、家庭で余って

いる食品を集めて、食品を必要と

している地域のフードバンクなど

の生活困窮者支援団体、子ども食

堂、福祉施設などに寄付する活動

のことです 

家庭部門では 2030年度にかけて二酸化炭素の排出を、世帯あたり 800kg-co2削減することが必要です 

次世代自動車（EV、

PHEV、HVなど）を

選択した場合 

610kg-co2削減 

車に替えて徒歩や

自転車を利用した

場合(5km未満) 

162kg-co2削減 

カーシェアリング

を利用した場合 

491kg-co2削減 

エコドライブを実施

した場合 

610kg-co2削減 

5km以上の通勤に

月1日公共交通機関

を利用した場合 

35kg-co2削減 

V2H 

太陽光発電もしくは再

エネ由来電力の利用で 

920kg-co2削減 

➤学校での環境学習や地域コミュニテ

ィなどへの出前講座の実施など省エ

ネルギー行動を普及啓発します 

Reduce

（リデュース）

Reuse

（リユース）

Recycle

（リサイクル）

Refuse

（リフューズ）

Repair

（リペア）

５R


